
碗

九

怨

節

i
淡

竺

四
二

若
狭
薦
岸

山
部
の
隆
起
現
象
に
裁
て

(J
>

寛
文
二
年
の
大
地
震
は
読
都
に
震
央
が
あ
つ
た
が
､

高
野
川
の
谷
並
に
安
曇
川
上
流
朽
水
谷
に
於
で
も
激
烈

】EdiE

を
種
め
た
耕
楠
は
日
本
地
震
資
料

並

に

本
邦
大
地
震
概

(=c)

説
等
に
群
か
で
あ
る
｡
こ
の
大
震
の
際
に
は
群
数
三
方

渦
附
近
に
於
で
も
亦
烈
震
を
戚
じ
､
こ
れ
等
の
講
低
地

J好
通
船
ろ
紙
は
近
畿
地
震
構
造
線
の
研
究
上
注
意
す

べ(4)

き
で
あ
っ
て
'
骨
で
小
川
博
士
に
よ
っ
て
も
韮
要
楓

さ

れ
た
こ
だ
が
あ
-
'
撒
近
に
於
で
は
山
崎
博
士
､
多
田

二_A,)

甜
学
士
に
よ
る
有
益
狂
研
究

が

あ

る
O

三
方
潮
は
秋
き
水
路
に
よ
っ
て
水
月
湖
に
､
水
性
潮

ヒ
ル
ガ

は
嵯
峨
暗
渠
に
よ
っ
て
日

向

渦

に
辿
っ
て
蓬
に
砦
狭
潤

に
連
績
す
る
｡
又
水
月
鰍
は
浦
見
川
に
よ
っ
て
久

々
千

潟
湖
に
連
る

こ
の
浦
見
川
は
先
史
四
年
の
開
竪
に
か

ゝ
る
も
の
で
､
従
前
に
於
て
は
水
月
湖
の
粟
か
ら
気
山

川
}J
な
っ
て
久
々
干
潮
に
流
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ

上

治

寅

次

郎

等
の
諮
潮
は
地
質
時
代
(第
三
紀
末
?
)
に
於
け
る
土
地

の
沈
降
に
よ
っ
て
珪
じ
た
-
の
で
､
久
々
干
潮
-
亦
沈

降
地
辞
に
生
じ
た
潟
湖
で
あ
る
｡
附
近

1
昔
は
雌
式
的

断
層
地
貌
を
示
し
､
牝
は
久
々
予
の
莱
静
か
ら
南

へ
乗

出
p
三
方
.
十
封
の
諸
相
を
損
ね
る
南
北
線
を
境
鼎
ビ

し
て
､
兼
に
断
原
産
酉
に
溺
塩
谷
を
有
し
'
断
層
崖
下

に
は
前
記
の
舗
村
に
放
て
扇
状
地
'
集
合
扇
状
地
が
柴

し
-
磯
連
す
る
の
で
あ
る
｡
こ
の
南
北
線
は
多
田
理
学

(-u)

士
が
三
芳
新
暦

ビ

命

名
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
'
こ
れ

等
の
地
形
は

五
蒔
分

一
酉
津
村
地
形
図
に
明
瞭

で
あ

る
二

見
都
附
妃
に
放
け
る
新
暦
S
性
質
か
ら
推
察
す
れ

(6
ば

三
方
断
厨
の
蕉
成
は
多
分
第
三
紀
未
で
あ
っ
た
で
あ

ら
,

つ
0

(7
一

託
鰻
に
よ
れ
ば
近
き
歴
史
時
代
に
於
で
三
方
湖
は
漸

次
に
氾
濫
し
､
常
滑
二
年
頃
に
は
靭
畔
の
耕
地
を
埋
没



せ

し

め

る
棟

に
な

っ
た

の
.で

p

寛

文

元

年

八

;

下
旬

か

ら

浦

見

川

の
掘

割

普

箱

が

始

っ
た

｡

然

る

に

翌

二
年

五

月

l
H

大

仙

震

が

突

発

し

､
湖

水

の
′出

口

な

る
気

山

川

の
水

路

を

失

ひ

､

水

月

､

三

万

二

潮

の
水

位

は

益

々
高

固 境 地 並 附 朝 方 三-

な

-

､
潮

岬

の
烏

鴎

､

EE
名

､

伊

良

積

､

海

山

の
諸

相

は
移

略

の

止

む

な

き

に

至

っ
た

｡

よ

っ

て

飴

窪

滴

々

た

る
中

に

も

五

月

甘

三

日

よ

-

浦

兄

の
掘

割

は

再

び

着

手

さ

れ

.
仝

四
年

五

月

に

至

-

宵

八

十

順

の
永

路

､

浦

若
狭
濁
沖

叫
部
の
陣
港
税
灘
に
放
て

見

川

を

完

成

し

た

｡

こ

れ

に

よ

っ

て

水

位

が

低

下

し

､

新

に

干

潟

が

壁

じ

吾

か

ら

開

襲

功

聾

者

に

之

を

輿

へ
'

イ

ク
ラ

家

を

建

て

し

め

て

開

墾

さ

せ

た

の

で

あ

っ

て

鎮

倉

.

成

出

の

二

村

は

即

ち

こ

れ

で

あ

る

rfJ
い

ふ

｡

東

に

大

震

皆

時

の

状

況

を

託

し

て

『
三

方

郡

の

内

丹

生

浦

よ

り

早

,

滞

迄

五

､
六

旦

斗

の

聞

大

海

磯

速

八

十

間

膏

間

､
早

瀬

浦

は

沖

へ

官

三

十

聞

ひ

あ

が

る

｡

永

尾

中

山

よ

り
嵯

峨

の

坂

迄

は

五

八

八

寸

を

ゆ

わ

あ

ぐ

る

｡

中

に

て

も

先

山

の

川

口

は

萱

丈

二

尺

ゆ

り

あ

ぐ

る

旦

玄

ふ

』

だ

あ

る

､

こ

れ

等

の

現

象

は

如

何

に

解

秤

す

べ
き

か

｡
凡

そ

三

方

断

簡

線

以

兼

は

寛

文

地

震

の

数

年

前

か

ら

漸

次

に

隆

起

し

っ

～

あ

つ

た

が

､

大

地

巌

の

際

俄

に

数

八

の

隆

起

密

接

じ

'

従

つ

三

二
万

湖

水

月

湖

は

流

出

口

が

高

ま

-

L

を

以

て

益

々

水

位

蟹

杭

め

た

だ

解

す

る

こ

亡

は

田

楽

ざ

る

や

否

や

0

叉

断

簡

崖

を

刻

む

東

川

川

扇

状

地

が

貧

窮

に

登

達

し

た

こ

TJ
に

も

よ

る

の

で

な

い

か

｡

酉

-

四

近

完

仰
の

形

貌

を

観

察

す

れ

ば

こ

れ

等

の

疑

小

は

氷

解

す

る

であ
ら

う

｡

鎖

道

小

潜

線

に

よ

っ

て

新
舞

鶴

か

ら

来

行

す

る

}
J
t

l
三

の

小

隠

退

を

縫

ふ

て
汽
軍

は

若

狭

高

漆

に

者

-

｡

望

四
三



相

銀

恭
九
番

高
藩
は
低
き
新
成
の
沖
積
地
に
存
在
し
'
後
方
に
は
新

ら
し
き
海
岸
断
崖
が
並
ん
で
ゐ
る
｡
を
の
兼
方
和
杵暮
村

は
巾
約

1
粁
の
ト
ム
が

口
上
に
存
在
し
'
大
島
だ
違
っ

て
ゐ
る
｡
以
兼
は
海
岸
平
野
は
極
め
て
狭
ま
け
れ
ざ
本

郷
p
加
斗
附
近
に
は
小
三
角
洲
.
小
平
野
を
児
､
又
十

朱
前
後
の
段
丘
も
見
え
る
.
小
溝
は
隆
起
せ
る
ド
甘
/

ゾ
ト
モ

ド
バ
レ
ー
に
磯
逢
せ
る
小
港
で
あ
る
｡
蘇

洞

門

の
奇
勝

ト
rI

(8
)

は
内
外
海
相
に
あ
っ
て
､
石
川
排
撃
士
の
記

事

及

馬
具

に
よ
っ
て
推
察
す
れ
ば
過
去
に
放
け
る
断
層
海
岸
が
､

現
今
に
放
て
は
隆
起
し
っ
～
あ
る
こ
}J
に
よ
っ
て
生
じ

た
も
の
ら
し
い
｡
舶
州
江
の
島
の
洞
窟
だ
そ
の
成
因
を

一
に
す

べ
き
洞
門
が
波
蝕
覇
上
愚
に
高
-
存
在
し
､
.波

蝕
基
ビ
恩
は
れ
る
形
が
現
今
の
播
面
よ
り
も
高
所
に
存

在
す
る
等
は
隆
起
を
示
す
も
の
で
な
か
ら
う
か
O
以
兼

の
海
岸
は
極
め
て
屈
曲
多
き
除
岸
で
あ
っ
て
､
仰
角
に

於
て
殊
に
甚
し
き
断
崖
を
な
す
｡
し
か
る
に
轡
頚
に
は

小
串
野
が
あ
っ
て
そ
の
高
さ
十
米
乃
至
二
十
米
に
及
び

著
し
後
背
地
よ
-
砂
糠
の
運
搬
が
避
雷
な
場
各
に
は
大

な
る
新
生
地
を
作
っ
て
ゐ
る
｡
被
の
三
方
諸
湖
の
兼
方

に
あ
る
耳
川
下
流
の
扇
状
地
は
即
ち
こ
の
例
で
あ
る
｡

歩

7
鯉

琵

相
田

こ
の
扇
状
地
は
海
岸
の
砂
丘
又
は
砂
塀

(材
料
は
耳
川

の
運
搬
物
即
ち
扇
状
地
を
作
る
も
の
だ
同
様
の
も
の
､

及
び
久
々
芋
酉
方
小
丘
を
作
る
石
英
斑
岩
簸
)
ビ
連
覇

し
て
'
社
時
の
海
按
に
近
-
存
在
し
た
小
島
(
例

へ
ば
郷

市
の
酉
､
久
々
芋
の
酉
､
水
野
の
北
等
)
を
遵
結
し
た

の
で
あ
る
｡
こ
の
扇
状
地
の
両
税
は
金
山
附
妃
に
於
て

十
兼
乃
至
二
十
光
の
段
丘
を
L･i,し
て
久

々
子
潮
に
両
す

る
O
久
々
干
潮
が
完
蚤
な
る
潟
湖
k
)な
ら
ざ
る
時
代
に

現
今
の
久
々
子
部
落
附
近
か
ら
の
潜
入

に

よ

る
海
蝕

だ
~
水
月
翻
よ
-
凍
る
菊
山
川
.の
跨
蝕
JjJ
は
扇
状
地
の

西
報
を
裁
断
し

た
の
で
あ
る
.
こ
由
水
蝕
断
炭
は
東
山

部
落
か
ら
北
飯
兼
に
克
ち
久
々
子
部
落
の
東
方
に
至
っ

て
砂
丘
に
隠
れ
て
し
ま
ふ
0
こ
の
段
丘
を
構
成
す
る
材

料
は
下
部
に
は
淡
褐
色
の
粘
土
層
が
あ
っ
て
敷
戸
の
瓦

屋
に
利
用
さ
れ
､

上

部
に
は
大
Lか
大
の
糖
匝~
小
磯
よ
･D

Lは
る
三
光
許
の
磯
静
が
あ
る
｡

地
表
の
傾
斜
の
少
な
き

扇
状
地
末
端
に
運
ば
れ
た
小
磯
が
波
浪
の
た
め
に
定
にへ_-I)

小
-
図
-
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
波
速
規
準
士
の
報
文

に
は
崖
錐
堆
積
犀
ど
な
っ
て
ゐ
る
が
､

こ
れ

は

山
麓

の

一
部
分
に
過
ぎ
ず
､
段
丘
の
大
部
は
テ
-
ラ
ス
で
は



な
い
様
で
あ
る
｡

こ
の
地
層
の
末
端
附
近
は
殆
ん
+,/J
水

平
暦
で
あ
る
が
十
米
以
上
隆
起
-
て
ゐ
る
罫
賓
よ
-
秩

積
新
暦
だ
し
た
い
｡
而
し
て
耳
川
は
こ
の
隆
起
低
地
の

中
を
接
触
し
て
両
岸
に
新
し
き
沖
積
地
を
形
成
し
っ
～

若
狭

博

に
入
る
の
で
あ
る
｡(
地
質
圃
療
照
地
質
園
作
製

に
つ
き
柑
於
繁
樹
君
の
電
力

bCq･)威
謝
甘
)

以
上
は
若
狭
海
岸
に
小
旅
行
を
拭
み
て
観
察
し
た
廃

で
あ
る
｡
急
ぎ
の
旅
行
で
あ
っ
た
か
ら
踏
査
不
十
分
t.S

る
は
遺
憾
で
あ
る
が
(
こ
若
狭
高
渚
附
近
か
ら
三
方
渦

東
方
に
至
る
若
狭

一
部
の
海
岸
は
現
今
に
於
て
約
二
十

米
以
内
の
隆
起
を
寵
む
る
盛
多
き
こ
F,JJ
(
二
)
三
方
湖
附

鑑
は
断
層
地
形
だ
し
て
興
味
操
き
こ
ど
(
≡
)嵩
治
寛
文

年
間
の
三
方
湖
氾
濫
は
乗
出
東
方
の
断
層
崖
を
浸
蝕
し

凍
る
束
山
川
其
他
の
扇
状
地
の
登
達
だ
地
震
に
よ
る
崩

壊
亡
の
た
め
に
流
出
LII
の
蛾
捜
原
因
に
よ
る
こ
だ
が
直

接
の
原
因
で
あ
っ
て
､
三
方
湖
盆
の
沈
降
に
よ
る
も
の

で
な
い
ら
し
-
ー
湖
盆
は
寛
文
地
震
後
も
却
っ
て
隆
超

せ
L
や
お
皿
は
し
め
る
こ
ど
(
四
)
三
方
断
暦
地
帯
は
生

動
性
の
地
震
構
造
藤
だ
し
て
釆
婁
な
る
も
の
な
る
こ
ビ

等
を
確
め
る
こ
亡
が
出
凍
た
.
但
し
､
三
方
湖
附
妃
の

紫
狭
渦
樺

一
部
の
隆
起
現
象
に
就
て

隆
起
の
程
度
の
大
小
に
つ
き
で
は
更
に
研
究
を
要
す
る

文

献

(
1
)

大
森
尿
苦
'
京
都
及
附
妃
の
大
地
髭
.
震
災
攻
防
凱
査
骨
軸

管
欝
五
十
七
班
､
明
治
三
十
九
年

(2
)

日
本
地
震
資
料
､
震
災
激
防
嗣
整
骨
報
せ
第
凹
十
六
髄
､
明

治
三
十
六
年

(

3
)
大
森
原
票
､
本
邦
大
地
震
概
取
､
館
災
糠
防
調
査
愈
報
骨
第
六

十

八
雄
(
a
)
､
大
正
二
年

(
4
)

小
川

採
油
､
深
健
地
謡
の
本
性
(大
草
噴
出
稚
)
､
地
球
界

一

食
餌
三
雄
､
大
正
十
三
年

(5
)

山
崎
鑑
方
'
多
田
文
封
､
発
琶
湖
附
妃
の
地
形
と
其
の
他
髄

僻
地旭
に
つ
き
て
'
光
栄
帝
大
地
震
研
究
所
免
租
'
第
二
班
､

叫
九

二
七
年

(6
)

中
村
新
太
郎
､
京
都
大
阪
奈
良
納
戸
田
近
地
質
散
明
文
'
地

球
節
八
懸
欝

丁
耽
'
昭
利
二
年

(7
∵

晴
雨
椎
夫
､
三
方
湖
珊
剖
常
耐
蝕
大
地
傑
之
串
､
地
壌
邦
語

第
四
偉
第
三
十
七
班
'
明
椅
二
十
五
年
(古
記
鎌
の
銘
)

(

8
)

石
川
成
率
､
若
狭
蘇
洞
門
の
奇
勝
と
有
用
鎖
物
'
地
球
歩
六

食

餌
五
耽
.
大
正
十
五
年

(9
)

波
過
久
吉
二
相
非
梯
三
方
湖
地
質
及
湧
水
調
速
雅
文
､
地
質

調
査
所
報
告
節
六
十
三
鶴
'
大
正
六
年

望

四
五


